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年別災害発生件数の推移

年別高年齢労働者の災害発生比率の推移

全死傷者数

高年齢労働者死傷者数

しまねのビルメンテナンス業の

令和元年

厚生労働省島根労働局

高年齢労働者とは
60歳以上の労働者を

いいます

近年、全国的に、労働災害による休業４日以上の死傷者数のうち、60歳以上の労働者の占める割合が増加傾向にあり、
島根県内においても、
●10年前に比して災害発生率が大幅に増加していること。
●転倒災害が多発しており、全災害の58.9％を占め、高年齢になるほど災害発生率が上昇していること。
●休業見込日数が1月以上の災害が71％と高い比率を占めていること。
という特徴がみられます。
厚生労働省では高年齢労働者の労働災害防止を目的として、「人生100年時代に向けた高年齢労働者の安全
と健康に関する有識者会議」において検討を行い、令和２年１月17日に公表された報告書を踏まえ、令和２年３月に
高齢者を現に使用している事業場やこれから使用する予定の事業場で、事業者と労働者に求められる取組を具体的
に示した「高年齢労働者の安全と健康確保のためのガイドライン」（エイジフレンドリーガイドライン）を策定しました。

働く高齢者の特性に配慮したエイジフレンドリーな職場を目指しましょう
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管内別高年齢労働者災害の比率



エイジフレンドリーガイドライン
～高年齢労働者の安全と健康確保のためのガイドライン～




